
大阪府内の工事では、
『石綿含有建材の種類ごとの使用面積』

についても報告をお願いします！

石綿含有建材がある場合、自由記載欄にご入力をお願いします！

石綿含有建材があるにもかかわらず未記入の場合、
元請業者又は自主施工者にご連絡することがあります。

その他のお問い合わせ

東大阪市 環境部 公害対策課
〒577-8521 東大阪市荒本北1丁目1番1号
TEL：06-4309-3204（直通）
FAX：06-4309-3829
E-mail kogaitaisaku@city.higashiosaka.lg.jp

※画面イメージ

吹付け石綿 ５０ｍ2
石綿含有仕上塗材５００ｍ2
石綿含有成形板等８００ｍ2

（例）

工事の元請業者・自主施工者の皆さまへ
令和４年４月１日以降に着手する工事では、事前調査結果を自治体へ報告する必要があります！

吹付け石綿 ○○ｍ2 石綿含有断熱材 ○○ｍ2
石綿含有保温材 ○○ｍ2 石綿含有耐火被覆材○○ｍ2
石綿含有仕上塗材○○ｍ2 石綿含有成形板等 ○○ｍ2

※事前調査結果の報告制度について、詳しくは裏面をご覧ください。

電話番号：050-2018-0061
受付時間：9:00～12:00

13:00～17:00
（土・日・祝日を除く）

システム操作に関するお問い合わせ

※文字は全角入力です。（例：㎡→ｍ２と記載）



工事の元請業者・自主施工者の皆さまへ

令和４年４月１日以降に着手する工事では、
事前調査結果を自治体へ報告する必要があります！

建築物の解体作業
工事の対象となる床面積の合計が80m2以上
建築物の改修工事
工事に係る請負代金※の合計が100万円以上
工作物の解体、改造、補修作業
工事に係る請負代金※の合計が100万円以上

報告の対象

報告の義務を負う者
元請業者又は自主施工者

報告の方法
原則は電子システム（報告書の提出も可）

https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp

報告の時期
事前調査実施後、速やかに

建築物、工作物の解体、改造、補修作業を行う場合は、
石綿含有建材が使用されているか否かを確認するための事前調査が必要です。

https://gbiz-id.go.jp
申請には事前に「gBizID」への登録が必要です。

【申請先】石綿事前調査結果報告システム

（遅くとも工事に着手する前）

所管の環境部局及び労働基準監督署のそれ
ぞれに報告する必要がありますが、電子シ
ステムでは、１回の申請で同時に報告する
ことができます。

※大阪府内の工事では、追加で報告いただく事項があります。詳しくは裏面をご覧ください。

令和５年１０月からは、調査者等による事前調査が義務化されます！

調査者等：石綿に関し一定の知識を有し、実際に調査を実施した上で的確な判断ができる者

特定建築物石綿含有建材調査者
一般建築物石綿含有建材調査者
義務付け適用前に一般社団法人日本アスベスト調査診断協会に登録されている者

令和５年１０月以前に着手する工事においても、可能な限り調査者等に事前調査を依頼することが望ましいです。

※請負代金の合計とは、消費税や材料費も含めた作業全体の請負
代金の合計金額です。（ただし事前調査の費用は含みません）


